
22広報いが市 2014 年（平成 26 年） 5 月 1 日号23 広報いが市 2014 年（平成 26 年） 5 月 1 日号

　島ヶ原温泉やぶっちゃで、画家の松永伸さんと、元
美術教諭の前田和子さんを講師に迎え、絵画教室が開
かれました。これは、伊賀市さくらの会がゆとりと潤
いのあるまちづくりをめざし、４年前から、この季節
に園児や児童を対象に開催しているものです。
　この日は４歳から中学生までの 11人が参加し、水
彩絵の具などを使って桜を描きました。参加者は「桜
の花が白く光っているところがあってきれいだと思っ
たので、それを表現しました」、「桜を描くのは難しかっ
たけど、楽しかった」などと話していました。

　４月６日㈰から 15日㈫まで春の全国交通安全運動
期間であったことから、岡本市長が、「皆様の日頃の
取り組みに加え、より一層のお力添えをいただき、交
通事故死ゼロを達成してください」と激励しました。
　この運動の一環として伊賀地区交通安全協会から伊
賀市老人クラブ連合会に、啓発物品として靴に貼る反
射材が贈呈されたあと、伊賀市老人クラブ連合会の稲
田能文会長が交通安全宣言を行いました。交通安全運
動期間中には、街頭での啓発活動など、さまざまな取
り組みが行われました。

春の全国交通安全運動出動式（４月４日）

交通事故死ゼロをめざして

トピックス

ちびっこ忍者ダンスダンス（４月５日）
忍者のように軽やかに

　伊賀上野NINJAフェスタ2014
の開催に合わせて、伊賀上野城本
丸広場で、市内の保育所（園）、幼
稚園に通う年長組の子どもたち約
760 人が、忍ジャーズダンスや忍
にん体操を披露しました。
　子どもたちは、ポーズを決める
ときに掛け声をかけたり、飛び跳
ねたりして、体全体で忍者を表現
しダンスを楽しみました。
　また、伊賀市や甲賀市のキャラ
クターなども登場し、記念撮影を
して子どもたちと触れ合いました。

▲忍者をイメージした色とりどりの
　衣装を着て踊る子どもたち

さくらを描こう（４月５日）

春の景色をキャンバスに

▲川の向こう岸と手前に咲
　く桜と、その間を流れる
　川を、ていねいに描き分
　けていました。▲

満開の桜に囲まれて、の
　びのびと写生をしました。

▲この日のために
　練習してきたダ
　ンスを、保護者の
　前で元気いっぱい
　に踊りました。

▲
日頃、啓発運動などを行う団体が
　三重県伊賀庁舎に集まりました。
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　大山田B&G海洋センターで菜の花まつりを行いました。会場では、
住民自治協議会や市内の企業が出店し、菜の花にちなんださまざま
な食べ物を販売し、たくさんの人でにぎわいました。また、餅つき
ときなこ餅のふるまいが行われ、餅つきを見学する人やきなこ餅を
受け取る人でテント前には長い列ができました。
　この日は、約 2000人が会場を訪れ、見頃を迎
えた一面の菜の花畑やイベントを楽しんで、春の
１日を過ごしました。
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菜の花まつり（４月 13 日）

一面の黄色いじゅうたん

▲

菜の花畑の中に作られた遊歩道
　「菜の花ロード」やその周辺では、
　菜の花を眺めたり、写真を撮る
　など、春の風景を楽しむ家族連
　れや、はしゃぐ子どもの姿など
　がみられました。

▲ 菜の花は摘み放題で、訪れた人
　は、楽しい一日のお土産にたく
　さん花を摘んでいました。

　霊山寺周辺で霊山桜まつりが開かれました。このまつりは、いがまちの文
化や歴史、生活を後世に伝え発信していくことを目的としていて、今年で 26
回目です。
　会場にはうどんやぜんざい、わた菓子などさまざまな屋台が並んだほか、
ハワイアンダンスグループのモハラカプアによるダンスが披露され、訪れた
人は、優雅なダンスに見入っていました
　この日は、たくさんの人が訪れ、満開の桜の木の下で花を眺めるなどゆっ
たりとした１日を楽しみました。

霊山桜まつり（４月 13 日）

霊山に春が来たよ

▲心地よい春の風に吹かれながら、ちょうど満
　開を迎えた桜の木の下を歩く人たち。


